
第
一
面

隊
長
挨
拶

第
二
面

着
任
副
隊
長

着
任
中
隊
長

挨
拶

第
三
面

訓
練
等
風
景

ハ
リ
キ
リ

Ｗ
Ａ
Ｃ

（１） 弘 師 令和３年 夏号

主な記事

編 集 発 行 者
第１４後方支援隊

令和３年 夏号

要
望
事
項

基
本
基
礎
の
徹
底

第
四
面

転
出
者
及
び

転
入
者
紹
介

Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｅ

帰
国
隊
員

第
五
面

昇
任
者
紹
介

陸
曹
候
補
生
等

合
格
者
紹
介

定
年
退
職
者紹

介

進
化
無
限

広
報
誌
「
弘
師
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
記
事
を

ご
覧
の
隊
員
や
ご
家
族
及
び
十
四
後
支
会
会
員
の
皆
様

並
び
に
全
国
の
同
僚
や
応
援
し
て
く
だ
さ
る
国
民
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
第
十
四
後
方

支
援
隊
の
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
の
も
と
、
多
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
三
年
も
早
い
も
の
で
も
う
折
り
返
し

地
点
を
通
過
し
、
今
般
の
定
期
異
動
で
新
副
隊
長

川
村
二
佐
以
下
七
名
の
転
入
者
を
加
え
、
気
持
ち
を

新
た
に
総
勢
四
百
二
十
八
名
で
後
半
戦
を
再
ス
タ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
情
勢
認
識
を
踏
ま
え
つ
つ

近
況
報
告
な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
半
年
前
と

同
様
、
と
い
う
よ
り
緊
張
の
度
合
い
が
上
昇
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
米
国
の
ア
フ
ガ
ン
撤
兵
、
自
由
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
重
視
戦
略
、
西
欧
諸
国
ま
で

巻
き
込
む
形
を
と
り
つ
つ
あ
る
南
西
諸
島
情
勢
、

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
東
南
ア
ジ
ア
政
情
不
安
定
・

民
衆
不
満
、
地
球
規
模
で
の
異
常
気
象
に
起
因
す
る

大
規
模
災
害
な
ど
、
例
え
る
な
ら
い
つ
爆
発
し
て
も

お
か
し
く
な
い
火
山
の
上
で
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
我
々

後
支
隊
は
、
ど
ん
な
事
態
に
お
い
て
も
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
平
素
の
兵
站
衛
生
支
援
任
務
に
万
全
を

期
し
つ
つ
、
い
ざ
と
い
う
時
の
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン

の
活
動
を
予
期
し
て
日
夜
訓
練
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

七
月
は
滋
賀
県
の
あ
い
ば
の
演
習
場
に
お
い
て

事
前
集
積
品
の
取
扱
訓
練
と
陣
地
構
築
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
事
前
集
積
品
の
取
扱
訓
練
は
海
上
輸
送

さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
物
資
を
港
湾
や
展
開
地
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
を
確
認
し
た
り
検
証
し
た
り

す
る
も
の
で
す
。
陣
地
構
築
訓
練
は
小
型
ド
ー
ザ
と

人
力
を
も
っ
て
敵
の
攻
撃
か
ら
自
分
た
ち
の
身
を
守
る

た
め
の
各
種
工
事
を
行
う
訓
練
で
す
。

両
訓
練
と
も
猛
暑
の
中
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
暑
熱

対
策
を
確
実
に
実
施
し
な
が
ら
臨
み
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
疲
労
困
憊
で
し
た
が
成
果
の
多
い
良
い
訓
練
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
共
同
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
三
名
の
隊
員
及
び

一
月
中
旬
以
来
、
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ブ
チ
共
和
国
で
活
動

し
て
い
た
八
名
の
隊
員
も
八
月
上
旬
に
帰
国
い
た
し

ま
し
た
。
十
一
名
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
任
務
を
完
遂
し

無
事
帰
国
し
て
く
れ
た
こ
と
に
隊
長
と
し
て
も
安
堵
や

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

そ
し
て
九
月
と
十
月
に
は
陸
上
自
衛
隊
演
習
が

控
え
て
お
り
ま
す
。
後
支
隊
も
総
力
で
参
加
し
つ
つ
、

旅
団
長
の
実
施
す
る
訓
練
検
閲
を
受
閲
予
定
で
す
。

「
生
き
残
り
、
か
つ
戦
い
、
支
援
任
務
を
全
う
す
る
」

た
め
に
積
み
上
げ
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
て
参
り
ま
す

、

ま
た
少
し
先
の
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
の
手
当
が
す
す
み
、
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し

収
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
ら
、
ご
家
族
及
び
十
四

後
支
会
会
員
の
皆
様
を
お
招
き
す
る
形
で
令
和
四
年

三
月
に
後
支
隊
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

時
節
柄
、
残
暑
や
水
害
等
で
油
断
な
ら
な
い
日
々
が

続
き
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
穏
や
か
な
日
常
が
続
き

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

。

第１４後方支援隊長
１等陸佐 吉元 雄一



令
和
三
年
八
月
一
日
付
で
第
一
整
備
中
隊
長
に
着
任
し
た

宇
佐
見
一
尉
で
す
。
幹
候
期
は
08
Ｉ
、
職
種
は
武
器
科
、

出
身
は
千
葉
県
柏
市
で
す
。

中
部
方
面
隊
で
の
勤
務
す
る
こ
と
及
び
四
国
を
訪
れ
る

こ
と
も
初
め
て
で
、
こ
の
土
地
の
文
化
・
風
習
に
触
れ
る

こ
と
を
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
一
整
備
中
隊
長
と
し
て
指
揮
・
統
率
で
き
る

こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
楽
し
み
で
あ
る
反
面
、

責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
り
ま
す
が
、
陸
士
、
陸
曹

の
と
き
に
整
備
員
と
し
て
経
験
し
た
こ
と
、
幹
部
と
し
て

小
隊
長
、
運
用
訓
練
幹
部
、
支
援
計
画
班
長
の
と
き
に

経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
理
想
の
部
隊
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
じ
後
、
後
方
支
援
隊
が
旅
団
訓
練
検
閲
受
閲

を
控
え
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
向
け
て
中
隊
の
現
状
、

隊
員
の
心
情
の
把
握
及
び
中
隊
の
練
度
等
の
概
要
を
把
握
し
、

中
隊
の
更
な
る
進
化
に
向
け
て
中
隊
一
丸
で
臨
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。

私
に
お
き
ま
し
て
も
率
先
垂
範
、
常
に
陣
頭
に
立
っ
て

指
揮
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
ご
指
導
・

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
て
、

着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（２） 弘 師 令和３年 夏号

副
隊
長

二
等
陸
佐

川
村

修
司

第
一
整
備
中
隊
長

一
等
陸
尉

宇
佐
見

将
則

令
和
三
年
八
月
一
日
付
で
副
隊
長
に
着
任
し
た
川
村
二
佐

で
す
。
幹
候
期
は
92
Ｕ
、
出
身
は
福
岡
県
久
留
米
市
で
す
。

四
国
で
の
勤
務
及
び
中
方
で
の
勤
務
は
今
回
が
初
め
て
で
す

初
め
て
の
四
国
勤
務
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
異
動

で
数
々
の
輝
か
し
い
功
績
を
残
し
て
き
た
第
十
四
後
方
支
援
隊

の
一
員
に
な
れ
る
こ
と
を
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

職
種
は
野
戦
特
科
で
す
。
こ
れ
ま
で
総
監
部
、
司
令
部
、

学
校
等
の
各
種
勤
務
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
兵
站
関
係
の

業
務
に
は
一
度
も
携
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
勤
務
を
通
じ
て
、
兵
站
・
衛
生
業
務
は
、
災
害
派
遣
等

に
お
い
て
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
長
期
間
の
勤
務
を
し
て
お
り

重
要
性
や
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
災
害
派
遣
と
い
え
ば
、

東
日
本
大
震
災
時
、
私
は
宮
城
県
の
南
三
陸
町
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
が
、
南
三
陸
町
の
隣
の
石
巻
市
で
第
十
四
旅
団
が
活
動

し
て
お
り
、
今
回
、
そ
の
第
十
四
旅
団
で
勤
務
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
話
は
戻
り
ま
す
が

検
閲
等
で
も
戦
闘
職
種
は
状
況
が
終
了
す
れ
ば
、
そ
れ
で

終
わ
り
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
が
、
兵
站
・
衛
生
業
務
は

全
部
隊
が
撤
収
す
る
ま
で
業
務
を
継
続
し
て
お
り
、
正
に

縁
の
下
の
力
持
ち
、
兵
站
・
衛
生
な
く
し
て
作
戦
な
し
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

旅
団
の
作
戦
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
任
務
を
遂
行
し
て

い
る
後
方
支
援
隊
の
任
務
完
遂
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
努
力

す
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

、 、 。



（３） 弘 師 令和３年 夏号

今
回
は
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊
で
火
器
整
備

手
と
し
て
活
躍
す
る
、
大
杉

麗
音
陸
士
長
で
す

お
お
す
ぎ

か
の
ん

Q 出身地はどこですか？

A 兵庫県尼崎市です。

Q 入隊の動機は何ですか？

Q 特技を教えて下さい

A 旅行です。

Q 長所と短所は？

Q 趣味は何ですか？

A ピアノとトロンボーンを演奏できま
す。

Q 今一番やりたいことは？

Q 入隊して良かったことは？
Q 今後の目標は？

Q 最後に一言お願いします。

A 規則正しい生活ができていることで
す。 A 世界中のディズニーランドを回りた

いです。

ハ

リ

キ

リ

Ｗ

Ａ

Ｃ

A 公務員になりたかったからです。

A 長所：面倒見が良いところ
短所：人見知りなところ

A ディズニーランドに行きたいです。

A これからも火器整備
を頑張ります。

。

訓 練 等 風 景

第１回持続走競技会

第１次隊訓練検閲

第３次隊訓練



隊

本

部

北
部
方
面
総
監
部
へ

二
等
陸
佐

彦

坂

一

夫

教
育
支
援
施
設
隊
へ

二
等
陸
尉

豐

嶋

亮

太

本
部
付
隊

第
十
五
即
応
機
動
連
隊
へ

陸

曹

長

山

地

貞

之

第
四
師
団
司
令
部
付
隊
へ

二
等
陸
曹

塚

水

涼

太

第
一
整
備
中
隊

第
十
師
団
司
令
部
へ

一
等
陸
尉

上

田

純

第
二
整
備
中
隊

第
二
後
方
支
援
連
隊
へ

三
等
陸
曹

浅

沼

拳

慎

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

第
三
後
方
支
援
連
隊
へ

二
等
陸
曹

髙

倉

康

公

輸

送

隊

輸
送
学
校
へ

陸

曹

長

清

水

大

樹

日
本
原
駐
屯
地
業
務
隊
へ

一
等
陸
曹

竹

内

鉄

洋

（４） 弘 師 令和３年 夏号

隊

本

部

富
士
学
校
か
ら

二
等
陸
佐

川

村

修

司

奈
良
地
方
協
力
本
部
か
ら

二
等
陸
尉

西

嶋

誠

本
部
付
隊

第
十
五
即
応
機
動
連
隊
か
ら

三
等
陸
曹

玉

井

恭

平

第
一
整
備
中
隊

第
六
後
方
支
援
連
隊
か
ら

一
等
陸
尉

宇
佐
見

将

則

東
部
方
面
後
方
支
援
隊
か
ら

三
等
陸
曹

井

上

大

機

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

中
部
方
面
通
信
群
か
ら

三
等
陸
曹

竹

下

美

羽

輸

送

隊

第
十
四
旅
団
司
令
部
付
隊
か
ら

一
等
陸
曹

川

野

竜

一

祝

御
栄
転

第
九
後
方
支
援
連
隊
へ

三
等
陸
曹

岡

田

慈

朗

衛

生

隊

第
十
三
後
方
支
援
隊
へ

二
等
陸
曹

藤

原

裕

幸

本
部
付
隊
へ

即
応
機
動
直
接
中
隊

二
等
陸
曹

岩

本

兼

治

同

河

井

徹

夫

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊
へ

本
部
付
隊

二
等
陸
曹

金

子

雅

範

補
給
中
隊
へ

本
部
付
隊

陸

士

長

東

真

由

よ
う
こ
そ

第
十
四
後
方
支
援
隊
へ

部
内
配
置
換

Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｅ
帰
国
隊
員

隊

本

部
一
等
陸
尉

栗

林

正

樹

第
一
整
備
中
隊

一
等
陸
曹

村

上

昌

聡

二
等
陸
曹

篠

田

智

明

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

三
等
陸
曹

田

畑

伸
之
介

補
給
中
隊

二
等
陸
尉

櫻

井

浩
太
郎

三
等
陸
曹

下

川

佳

祐

輸

送

隊
二
等
陸
尉

石

原

天

道

第
三
〇
一
特
科
直
接
支
援
隊

二
等
陸
曹

森

田

昌

利

野田院古墳（善通寺市）

金刀比羅宮 奥社
（琴平町）



（５） 弘 師 令和３年 夏号

祝

指
定

祝

昇

任

二
等
陸
尉
へ

本
部
付
隊

三
等
陸
尉

石

岡

諒

士

第
一
整
備
中
隊

三
等
陸
尉

長

江

優

行

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

三
等
陸
尉

相

良

謙

補
給
中
隊

三
等
陸
尉

櫻

井

浩
太
郎

輸

送

隊

三
等
陸
尉

石

原

天

道

衛

生

隊

三
等
陸
尉

岡

﨑

孝

之

同

安

樂

円

同

深

井

裕

介

以
上
令
和
三
年
七
月
一
日
付

定
年
退
職

衛
生
隊准

陸

尉

高

井

友

敬
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出釈迦寺奥の院及び我拝師山
（善通寺市）


